
いつもありがとうございます。 

W35 青果発注書をお送り致しました。 

御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

・お盆休みと発注書配信スケジュールの報告 

       アルファー休業日・・・8月 13日(土)～8月 16日(火) 

                    ※8月 11日の祝日は事務所は休みですが出荷はあります。 

       ｗ34・・・配信：８月１日(月)  締切：8月４日(木)    

納品：8月 16日～8月 22日 

       ｗ35・・・配信：8月 10日(水)   締切：8月 18日(木) 

納品：8月 23日～8月 29日←いまここ 

 

・宮崎県産特別栽培風土のごぼうの特売 

絶賛特売中です。 

相場安で苦戦していましたが風土様と協議して特売しております。 

８月いっぱいは特売を継続していく予定です。 

毎年８月は九州産が放出されていき、 

９月からは青森産が出荷を渋って相場をコントロールしていき 

１０月に入ってから北海道産が出てくるというサイクルということですが、 

今年は青森産が去年の分も出荷しきっていない状態に加え、 

宮崎産が大豊作で相場安になったそうです。 

この特売も現状は８月いっぱい。 

９月も継続するかどうかは青森産の放出具合になります。 

風土様としてはまだまだ余力がありそうですのでご販売宜しくお願いします。 

  



・北海道 特別栽培 無限樹の栗かぼちゃ（恋するマロン） 

待ちに待ったアルファーイチオシ、売れ筋№１商品、 

特別栽培 無限樹の恋するマロン南瓜が取扱スタートになります。 

例年はお盆前から仕入が始まるのですが、 

今年はタイミングが合わずお盆明けの開始になりました。 

画像は昨年のものになります。 

数年前、姫路のヤマダストアーさんで試食販売をさせて頂いたことがあるのですが、 

その時は 6時間ほどで７箱、約 170 カットほど販売することが出来ました。 

試食は単にレンチンだけしていたのですが、試食された方のほとんどが美味しい！ 

何か味付けしてるんじゃないの？と言われるほど好評でした。 

そんな大人気なこのかぼちゃでもほとんどの企業さまは、 

青果売り場のみでの販売になっているのではと思うのですが、正直言って勿体ないです。 

惣菜での計画も立て、青果とのコラボ企画を作ってみてください。 

 

今週からスタートする品種は「恋するマロン」という品種で、 

沢山の方が美味しいと評価を頂いておりますが、 

およそ 10月中旬から下旬ころから終了となり、 

その後は「こふき」という品種にリレーする予定になっています。 

しかし、「こふき」になったとたん、取扱をやめる企業さまが少なからず居られるのですが、 

それはチャンスロスです。 

りんごも桃も色んな作物でも、同じ作物でも品種によって「旬」が存在しておりますが、 



それはこのかぼちゃにとっても同じで、旬を過ぎたものは品質・味共にどんどん低下していき、 

次に旬を迎える品種には品質・味どちらも勝てるわけがないんです。 

旬を迎えた時期の恋するマロンと旬を迎えたこふきは、どちらもどちらがと比べられないほど、 

どちらも絶品の美味しさを持っています！ 

 

冬至に向けては昨年同様に「ほろほろ」という品種にリレーする予定となっておりますので、 

今年もよろしくお願い致します。（有安海） 

 

・北海道産 特別栽培 中村さんの玉葱 NEO 

北海道産地の商品が続々と登場する中、 

W36 には、中村さんの玉葱が新登場します。 

 

玉葱は、北海道が生産量が日本一で 

道内様々な場所で多様な品種が 

育てられています。 

 

そんな中、中村さんの玉葱は、 

オホーツク 222(にーにーにー)という品種。 

ほぼ北海道でしか栽培されていない、 

道内の厳しい寒さに適応できる品種です。 

 

辛みが少なく、サラダ等、生でも食べられる玉葱なので 

暑さがまだまだ続き、食欲が低下する日々でも、 

さっぱりとした味わいで食べられる玉葱です。 

玉葱に含まれる、「アリシン」の香り成分は、 

食欲増進や体内エネルギーづくりのサポート力があるので、この季節にはありがたい食材。 

 



是非ご検討ください。(販促部:吉田紗知子) 

 

・宮崎県産 特別栽培 濱口さんのやわらか太ごぼう・畑ごぼう 

今回は、弊社の人気商品 

『宮崎県産 特別栽培 濱口さんのやわらか太ごぼう・畑ごぼう』についてのご紹介です。 

その商品名の通り、太さがあっても柔らかく、きめの細かいごぼうです。 

そして、写真を見て頂くと分かりますが、黒っぽい土が付いているのが分かるかと思います。 

これは『黒ボク土』と呼ばれる土で、 

火山灰が積もった場所に生えた植物が、分解されて腐植となり、 

長い年月をかけて黒ボク土となります。 

 

コト POP にある『えびの高原』から もたらされる土は、この黒ボク土なのです。 

えびの高原の由来は、「エビ色」から来ているのですが、黒ボク土なのにエビ色？ 

と疑問を持たれるかと思います。 

これは、植物の発芽や結実などに必要不可欠な、 

『リン』が欠乏しやすい性質を持つ土のため、 

その影響でエビ色のススキが生い茂ることから、そのような由来となっているのだそうです。 



この土の性質だけお話すると、リンを肥料として追加してやる必要が出てきますから、 

一見農業には不向きなように思えます。 

 

しかし、通気性や排水性の良い『団粒構造』の土となりやすい性質も併せ持っており、 

さらに、土自体も柔らかく、容易に耕すことが出来ます。 

このことは、作物を栽培するうえで非常に重要で、 

特に、根物野菜には大きな影響を与えます。 

 

団粒構造が、どのように重要であるかについては、 

この特別栽培農産物について解説した POP にも、詳しく記しています。 

 

 土の話ばかりしてしまいましたが、 

 土壌の特性を熟知し、必要な分だけ肥料を与え、 

健康に育った野菜こそが、本当に美味しい野菜となるということです。 



 この濱口さんの育てるごぼうも、そんな野菜の一つです。 

 

 上記のコト POP、特別栽培についての POPは、Dropbox にてダウンロード頂けます。 

 是非御取組みの上、ご活用頂けたらと思います。 

 宜しくお願い致します。(販促部：渡部智加) 

 

・宮崎県産バリっと肉厚ピーマン・鹿児島県産ミネラルピーマンの現状 

ピーマンの数量調整が続きご迷惑をおかけしている状態で申し訳ございません。 

昨日、風土様よりいただいた写真が上記のものになります。 

あまりにも暑すぎてピーマンが耐えられない状態になっています。 

ここまでひどい状態なのは生産者も初めてのようです。 

お盆明けまでは少なくともこのような状況になりそうだと生産者は予想していますので 

今しばらく辛抱いただくことになりますが宜しくお願い致します。(吉田麻衣) 

      

そうなんだ。 

昨年小豆島でピーマンも栽培していたが、このような症状に嫌気がさし、 

今年は夏野菜をすべて栽培しなかった。 

暑かったのね。 

自分は、何か欠乏しているミネラル要素があったのかと思ってた。(吉田清一郎) 



・宮崎県産 特別栽培 誠の大葉 

何故か久しぶりに、 

野中さんの大葉の記事を書いてみたくなった。 

いつの頃からか、アルファーの仕事というのは、 

芸能プロダクションのような仕事だと思い始めた。 

 

農家というスターの発掘には余念がない。 

別に育てた覚えはないが、そういう意味ではアルファーとの関係性は育てて来たように思う。 

それぞれのアルファーにとっては自慢の農家が育ててくれる農産物を、 

みなさんが販売してくれる事によって成り立っているビジネスだが、 

どうしても、単なる農産品としての価値を越えているような気がする。 

私としては、その農産品以上に、実はお付き合いしているそれぞれ個性あふれる農家、 

ひとり、ひとりを評価してほしいような気がしている。 

  

以前は、作物はいいけど農家自身には、今ひとつ問題が残るような気持ちもあったが、 

長年こうして取り組みを続けていると、 

結局はそういう方達はどちらともなく離れて行ってしまった。 



そういえば、最近はあまり意味の無い金額的な話しはした覚えがない。 

もっと、長く継続している妙な信頼関係という言葉すら空虚に感じるほど、 

淡々とした付き合いが継続されているような気がする。 

 

『一芸に秀でる者は、百芸に秀でる』 という言葉を聞いたことがあるが、 

まったく以って、それらの農家は何を栽培しても一定以上のレベルの作物を 

出荷してくれる。 

この野中さんは、出会いからして面白かった。 

出会った当時は確か 27歳だったはずだ。 

既に有限会社グリーンハウス宮崎を継承して社長になっていたが、 

その創業のお父さんが、会談していた社長室に入って来た時には、 

エメット博士にしか見えなかった。 

今、何歳になったのだろう、そろそろ 40歳くらいになっているのだろうか。 

自分は規模の大小にかかわらず、緻密な農業をされる農家が好きだ。 

あまりワイルドな農家は好みではない。 

かと言ってチマチマした農業も嫌だ。 

大胆にして緻密という、これが一番食べて美味しく 

身体にとって好ましい作物を作ってくれる栽培姿勢のような気がする。 

  

測定は 2年前だが、糖度が 8度もある大葉なんて、聞いたことがあるか。 

きっと、大葉ジュースを作れば甘みがあって美味しいものになるだろう。 

甘みと書いたのは、硝酸態窒素の残留値が 243 と 

葉物にしては極端に小さな数値になっている点だ。 

これくらいの数値だと、その葉物が持っている旨味は素直に人間の舌で、 

窒素に邪魔される事なく感じられる。 

それは、自分が小豆島でベビーリーフを 10年ほど栽培していた時の、 

硝酸態窒素の残留値が 600台で、 



自分で言うのも何だが、誰からも特に旨いと評価してくれていたし、 

自分でも勿論他所のベビーリーフが、 

まるで紙きれを食べているみたいに味気なく感じていたのでよく分かる。 

 

特別栽培で、味も年間通して安定していて、そのネーミング通り、少し揺すれば、とても香

りが漂う。 

価格的にも安定している。 

それは、単価と輸送費とのバランスで、 

重量野菜の様に少量物流が運送費の負担にならないから。 

 

現在取り扱っていただいているお客様は、更に強化してほしいし、 

未だの企業さんは、騙されたと思ってでもいいので、是非取り組んでみてほしい。 

私自身は、そのことが各お店に来店される方への恩返しになると思っている。 

(吉田清一郎) 

 

・ペルー産ナチュラルヒーロー有機栽培バナナの価格改訂のお知らせ 

４月の値上げラッシュの際はこちらの利益を圧迫することにはなりましたが 

我慢できる範囲だったのでなんとか耐えられました。 

ただ、再び値上げの波がきてしまい、今回は耐えられませんでした。 

９月１日以降に（w３７より）値上げとなりますのでご了承お願いします。 

 

・新登場 

          北海道産 特別栽培 無限樹の栗南瓜（恋するマロン） 

・商品案内変更 

          長崎県産 特別栽培 なんぶ新じゃがいも２L・・・価格変更 

          宮崎県産 特別栽培 風土の柔らか太ごぼう・・・特売 

          新登場予定商品追加 



          鹿児島産 特別栽培 上川さんのミネラルピーマン・・・数量調整の可能性あり 

          宮崎県産 特別栽培 バリっと肉厚ピーマン・・・数量調整の可能性あり 

・終了 

          奈良県産        益田さんの玉ねぎ 

          長崎県産 特別栽培 なんぶ新じゃがいも LM 

          北海道産        木村さんのベータキャロット 

          宮崎県産 特別栽培 風土の栗南瓜（恋するマロン） 

・８月新登場予定 

          北海道産 特別栽培 中村さんの玉ねぎ NEO・・・w３６予定 

・9月新登場予定 

長野県産 特別栽培 志賀高原りんごサンつがる・・・w３７予定 

青森県産 特別栽培 津軽りんごサンつがる・・・w３７予定 

熊本県産 特別栽培 吉田さんのレモン・・・w３８予定 

香川県産 有機栽培 宮下さんの坂出金時・・・w３８予定 

香川県産 有機栽培 宮下さんのハロウィンスイート・・・w３８予定 

熊本県産 特別栽培 吉田さんのみかん(肥のあけぼの)・・・w３９予定 

種子島産        糖蜜安納芋・・・w３９予定 

 

 

それでは、今週も御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

有限会社アルファー 

吉田清一郎 

 

 


